
まえがき＝プラスチック成形用金型においては，自動車
バンパや浴槽などの大型製品の一体化がこれまで図られ
てきた。昨今では，さらなる金型コストの低減や製作納
期短縮を目的として，金型の加工時間短縮のための加工
速度向上や夜間自動運転による省力化を図るため，被削
性向上の要求が強くなってきている。
　当社ではS55C系汎用鋼としてS快削鋼のKTSM21を
上市し，硬度安定性に優れ，加工時のひずみも小さいと
いう理由から好評を得てきた。このKTSM21をベース
として，被削性を改善したKTSM21Mを開発した。本稿
では，新型用鋼KTSM21Mの基本特性をKTSM21と比較
して紹介する。

1．材料設計の考え方

　S55C系普通鋼の範疇での被削性改善鋼種として，高
Si 鋼やベイナイト＋フェライト二相組織鋼






